


























関東大会金賞で全国大会出場を決めた音楽部関東大会金賞で全国大会出場を決めた音楽部

全国大会金賞受賞で喜ぶ笑顔の代表生徒

音楽部主任※　井上夏菜子
　この度、全日本合唱コンクー
ル中学生部門混声合唱の部に
て、悲願の金賞を受賞いたし
ました。私たちの想いが詰まっ
た演奏をたくさんの方に評価
していただき、嬉しい気持ち
でいっぱいです。
　今年度は音楽部にとってさ
まざまな変化があり、部活動
をどのように進めていくか悩
むこともありましたが、その
都度仲間と協力して乗り越え
てきました。そんな大好きな

メンバーと一緒に、全国大会という大きな舞台で演奏で
きたことを誇りに思います。
　このような素敵な経験ができたのも、大学の先生方や
保護者のみなさまなど、周囲の方々のご協力があってこ
そです。
　これからは新しい代が中心となった活動が始まります
が、感謝の気持ちを忘れずに、楽しく活動していってほ
しいです。

音楽部顧問　羽鳥　文仁
　今年の附属中は「命の讃歌」という曲を演奏いた
しました。この曲には、「あきらめずに生き抜くこと
の力強さ」や「人を愛し、愛されることの尊さ」と
いうテーマが込められています。
　全日本合唱コンクールの舞台では、音楽部 65 名の
中学生が、これまでの人生の中で感じてきた“生き
ること”“愛すること”への等身大の想いを込めた、
最高の演奏をすることができました。
　関係者の皆さまに心より感謝申し上げます。

　共同教育学部附属中学校音楽部が、2025年10月26日（日）に行われた全日本合唱コンクール全

国大会（富山県富山市）中学生部門混声合唱の部で、金賞を受賞しました。本校の金賞受賞は18年

ぶりで、全国の強豪校が集まる中、本校生徒の伸び伸びとした歌声を披露することができました。

interview

※主任は部長に該当

附属中学校紹介
in

troduction

共同教育学部
附属中学校音楽部が、
全日本合唱コンクール
で金賞受賞！

イマドキ！キャンパスライフ
～群大生に聞いてみた～

群馬大学生42名に、勉強や普段の生活についてアンケートを実施！
群大生のリアルな日常を覗いてみましょう。

群馬が好きで憧れて群大にしました。
車を買ってイニシャルＤしたいを目
標に勉強しました。ちゃんとサーキッ
ト走ってます。（理工学部２年）

行動範囲を広げたくて車通学にしまし
た。授業後に県立図書館まで行ったり
お昼に外食したり出来るので便利です。
（情報学部４年）

１年生の春～夏に免許を
取得する人が多め。
やっぱり群馬は車社会！

※複数回答可

バス

 電車

自家用　45.2％

徒歩/自転車　52.4％

自動車免許保有率は88％！
通学に半数近くが自家用車を利用。

通学手段：やっぱり車が最強

通学時間：徒歩圏内 vs 遠距離の戦い

※理工学府…
　理工学部の大学院課程

通学で電車や歩きの距離が長い人は
軽いパソコンがおすすめという切実な声も…

車で１時間かかる人が家を
出る時に、私が起きるイメー
ジ。一人暮らしの特権だと
思う。その代わり遅れた時
の言い訳は思いつかない。
（理工学府博士前期１年）

通勤や事故渋滞で
１時間半ほどかか
ることも。
授業の２時間前に
家を出ていました。
（情報学部４年）

0～10分

デジタル派　38％

両方・使い分け派

紙派　55％

10～30分

30分以上

始発電車を乗り継
ぎ、片道２時間以
上かける猛者も！

紙派
・１年次にPCでノートを取っ
ていたが、全く覚えられな
かった。（理工学部４年）

・iPad を持っている人が光っ
て見えました。

　（理工学府博士前期１年）

デジタル派
iPad は必需品。レジュメに
さっと書き込んで復習できる
（医学部４年）

両方・使い分け派
資料が多く、書き込むタイプの
授業はデジタルで行い、計算な
どが多い時は紙を使用していま
した。（理工学部４年）

ノート事情：デジタル派 vs 紙派はほぼ拮抗

まとめ
群大は「人生の教習所」説

７割が『テストは大変』と答えつつも、図書館で課題に全力投球。

その一方で、８割以上がサークルやバイトで人生経験も積んでいます。

勉強へ遊びへハンドルを切りながら、群大という教習所を卒業する時、

人生を乗りこなす準備は万端です。
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2025.1 ▶▶▶▶▶ 2025.12

群馬大学最新ニュースNEWS

▶2025.3/24

▶2025.4/11

こんにゃく由来の天然マンノースに関する技術開発「マンノース入りこんにゃくゼリー」お披露目会を行いました。
https://www.gunma-u.ac.jp/outline/out009/g63349/2024%e5%b9%b4%e5%ba%a6-%e7%ac%ac6%e5%9
b%9e%e8%a8%98%e8%80%85%e4%bc%9a%e8%a6%8b

▶2025.1/17

群馬大学発の土壌改良材を使って稲姫ファーム（群馬県沼田市）で生産されたお米「ぐっどまい」が、明治20年創業の老舗旅館草
津温泉「草津舘」で宿泊客に提供されると共に、お土産品として売店で販売されることになりました。
https://www.gunma-u.ac.jp/outline/out009/g63349/2024%e5%b9%b4%e5%ba%a6-%e7%ac%ac5%e5%
9b%9e-%e8%a8%98%e8%80%85%e4%bc%9a%e8%a6%8b

▶2025.4/4

群馬大学理工学部の炭素繊維研究資料が「化学遺産」に認定されました。（第16回）
https://www.gunma-u.ac.jp/information/196764

減CO2（げんこつ）ブロックが大阪・関西万博ドイツ館のテラスやアプローチに設置されました。

▶2025.5/1

群大生が受け継ぐ天明3年の浅間山大噴火と復興支援
大学院保健学研究科看護学講座の内田陽子教授らは、同学の「地域貢献事業」の一つとして、令和6年の夏から
学部生や院生と共に吾妻郡嬬恋村と連携して、天明３（1783）年の浅間山噴火の大被害と地域の復興支援の
教訓を語り継ぐ「次世代の語り部」の活動に取り組んでいます。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/198976

▶2025.7/4

▶2025.7/18

食健康科学研究科キックオフシンポジウムを開催致しました。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/207586

▶2025.6/20

アポリポタンパク質による抗腫瘍効果機序の解明－抗腫瘍免疫誘導法開発の基盤となる発見－
https://www.gunma-u.ac.jp/information/205495

「企業人事に聞いた『卒業生が活躍している大学』調査」において、「地域の活性化に貢献する
大学ランキング」で全国第１位となりました。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/206579

▶2025.9/4

大学院機能強化へ　新たに３つの博士課程設置
～情報学研究科、パブリックヘルス学環、医理工レギュラトリーサイエンス学環～
https://www.gunma-u.ac.jp/information/210491

群馬大学がネーミングライツ事業を初めて実施　ネーミングライツ・パー
トナーを募集へ
https://www.gunma-u.ac.jp/information/208806

▶2025.11/10

特別展示「群馬県の古墳発掘の父・尾崎喜左雄博士展 Part10 Final ～群馬県内の古墳発掘・調査の歴史を識る～」を開催しました。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/214243

▶2025.12/3

群馬大学とクイーンズランド大学（オーストラリア）の共同研究
２型糖尿病のリスクが高い女性の人種・民族が明らかになりました。今回、その共同研究の
成果が、糖尿病に関する国際的トップジャーナルである「Diabetes Care」に掲載されるこ
ととなりました。
https://www.gunma-u.ac.jp/outline/out009/g63349/2025kaiken4

▶2025.12/3

筑波大学・千葉大学・群馬大学、医学研究力向上に関する連携協定を締結
本協定は、日本医療研究開発機構（AMED）の「医学系研究支援プログラム【特色型】」に採択された、三大学が共同で推進する「関東三大学医学研究
次世代育成プロジェクト（Tone River Alliance for Scientific Excellence and Educational Development; ToRA-SEED）」の枠組みを
基盤とし、これを制度的かつ継続的に発展させることを目的としています。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/214903

▶2025.11/10

昭和町から昭和基地へ～第67次南極地域観測隊に群馬大学の研究員が参加決定～
生体調節研究所細胞構造分野（群馬県前橋市昭和町）の杉浦健太研究員が、南極地域の生物相と生態調査のた
め、第67次南極地域観測隊に隊員として参加することが決定しました。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/214251

▶2025.10/7

群馬大学食健康科学教育研究センターと有限会社浅間高原麦酒との産官学金の連携でのマッチ
ングにより販売した「こんにゃくビール」のリニューアル販売（第３弾の販売開始）しました。
https://www.gunma-u.ac.jp/outline/out009/g63349/2025kaiken3

▶2025.10/30

レスリングU23世界選手権において、大学院食健康科学研究科１年の元木咲良さんが、パリ五
輪・世界選手権に続き金メダルを獲得し、世界のレスリング史上３人目となる「ゴールデングラン
ドスラム」を達成しました。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/213554

▶2025.7/18

▶2025.11/17

医学部附属病院 脳卒中・心臓病等総合支援センター公式キャラクター「ぐんまのうしん君」、病院
ゆるきゃら総選挙2025で３位入賞
https://www.gunma-u.ac.jp/information/214581

▶2025.7/29

共同教育学部理科専攻の学生5名に前橋警察署から感謝状が贈呈されました。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/210199

▶2025.9/1

群馬大学生寮と荒牧キャンパスを結ぶ新たな乗り捨てカーシェアを開始しました。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/208059

▶2025.7/25

群馬大学が開発した土壌改良材を使用して吉岡町で生産された美味しいお米を使用した「日本酒　緒結」
の販売を開始しました。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/208806

https://www.gunma-u.ac.jp/outline/out009/g63349/2025%e5%b9%b4%e5%
ba%a6-%e7%ac%ac1%e5%9b%9e-%e8%a8%98%e8%80%85%e4%bc%9a%e
8%a6%8b

減CO2（げんこつ）ブロック

感謝状贈呈式

こんにゃくビールリニューアル販売

ぐんまのうしんくん
アポリポタンパク質による
抗腫瘍効果機序の解明

日本酒結島販売
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https://www.gunma-u.ac.jp/information/210491

群馬大学がネーミングライツ事業を初めて実施　ネーミングライツ・パー
トナーを募集へ
https://www.gunma-u.ac.jp/information/208806

▶2025.11/10

特別展示「群馬県の古墳発掘の父・尾崎喜左雄博士展 Part10 Final ～群馬県内の古墳発掘・調査の歴史を識る～」を開催しました。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/214243
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群馬大学とクイーンズランド大学（オーストラリア）の共同研究
２型糖尿病のリスクが高い女性の人種・民族が明らかになりました。今回、その共同研究の
成果が、糖尿病に関する国際的トップジャーナルである「Diabetes Care」に掲載されるこ
ととなりました。
https://www.gunma-u.ac.jp/outline/out009/g63349/2025kaiken4
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筑波大学・千葉大学・群馬大学、医学研究力向上に関する連携協定を締結
本協定は、日本医療研究開発機構（AMED）の「医学系研究支援プログラム【特色型】」に採択された、三大学が共同で推進する「関東三大学医学研究
次世代育成プロジェクト（Tone River Alliance for Scientific Excellence and Educational Development; ToRA-SEED）」の枠組みを
基盤とし、これを制度的かつ継続的に発展させることを目的としています。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/214903
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昭和町から昭和基地へ～第67次南極地域観測隊に群馬大学の研究員が参加決定～
生体調節研究所細胞構造分野（群馬県前橋市昭和町）の杉浦健太研究員が、南極地域の生物相と生態調査のた
め、第67次南極地域観測隊に隊員として参加することが決定しました。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/214251
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群馬大学食健康科学教育研究センターと有限会社浅間高原麦酒との産官学金の連携でのマッチ
ングにより販売した「こんにゃくビール」のリニューアル販売（第３弾の販売開始）しました。
https://www.gunma-u.ac.jp/outline/out009/g63349/2025kaiken3
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輪・世界選手権に続き金メダルを獲得し、世界のレスリング史上３人目となる「ゴールデングラン
ドスラム」を達成しました。
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▶2025.11/17

医学部附属病院 脳卒中・心臓病等総合支援センター公式キャラクター「ぐんまのうしん君」、病院
ゆるきゃら総選挙2025で３位入賞
https://www.gunma-u.ac.jp/information/214581

▶2025.7/29

共同教育学部理科専攻の学生5名に前橋警察署から感謝状が贈呈されました。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/210199
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群馬大学生寮と荒牧キャンパスを結ぶ新たな乗り捨てカーシェアを開始しました。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/208059

▶2025.7/25

群馬大学が開発した土壌改良材を使用して吉岡町で生産された美味しいお米を使用した「日本酒　緒結」
の販売を開始しました。
https://www.gunma-u.ac.jp/information/208806

https://www.gunma-u.ac.jp/outline/out009/g63349/2025%e5%b9%b4%e5%
ba%a6-%e7%ac%ac1%e5%9b%9e-%e8%a8%98%e8%80%85%e4%bc%9a%e
8%a6%8b

減CO2（げんこつ）ブロック

感謝状贈呈式

こんにゃくビールリニューアル販売

ぐんまのうしんくん
アポリポタンパク質による
抗腫瘍効果機序の解明

日本酒結島販売
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荒牧祭（学園祭）とホームカミングデーを同日開催

本学卒業生の小林章さんと御賛同いただいた
農業生産者の方 よ々り学生へ！

新鮮野菜の御寄附

多くの来場者で賑わった荒牧祭

特別講演を行う齋藤教授 CRANTSでのシミュレーター見学
（キャンパスツアー）

群馬大学基金Webサイト
ご寄付はWebからお申込みいただけます
クレジットカード・コンビニ・銀行振込　対応

https://kikin.gunma-u.ac.jp

群馬大学基金 検索

引き続き群馬大学基金への皆様のご理解とご支援をお願い申し上げます。

相模屋食料株式会社 一般財団法人同愛会 カンサン株式会社

上武印刷株式会社

株式会社森エンジニアリング

株式会社ヤマト 関東防災工業株式会社

システムセイコー株式会社 株式会社清芳亭 株式会社協正金型製作所

藤田エンジニアリング株式会社 株式会社シィオ

●一般社団法人群馬大学工業会

●群馬大学工業会さいたま支部

●群馬大学工業会東京連合支部

●株式会社日本キャンパック

山九株式会社 株式会社原田・ガトーフェスタ ハラダ 星野総合商事株式会社

※2025年１月～2025年12月にご寄附を
いただいた企業・団体様を掲載しており
ます。

群大生の皆さんの

修学生活を支援します。

夢に向かう一歩をカンサンは応援します

Let’s try new challenges‼

群大生の豊かな学びと輝く未来を応援します

皆さんの未来を応援しています。

群大卒業生一同からも皆様の充実した

学生生活を応援しております！

群馬大学基金に寄附をいただいた主な企業・団体様
（敬称略）

あなたの寄附が群馬大学の未来を創る

　2025年11月９日（日）荒牧キャンパスにて、荒牧祭

2025とホームカミングデーを同日開催しました。

　荒牧祭では、学生によるイベント、模擬店の出店があ

り、キャンパスは多くの来場者で賑わうとともに、卒業

生や地域の皆様との大切な交流の機会となりました。

　ホームカミングデーでは、医学部卒業生であり、現在

は本学の医学部附属病院で病院長を務める齋藤繁教授

による「大学病院から発信する健康増進法～群馬県の山

を歩いて健康長寿を満喫する～」と題した特別講演会を

開催しました。参加者は、配られた風船を使って気圧の

低い山での呼吸法を体験するなど、楽しみながら学びを

深めていました。

　また、学生広報大使企画として

キャンパスツアーも行われ、学生

広報大使のガイドにより、馬術部

や次世代モビリティ社会実装研究

センター（CRANTS）、遊歩道など

を回りました。当日はあいにくの

雨模様でしたが、同窓生や高校生

など多くの参加がありました。

　食料品など物価高騰の影響を

受けている学生を支援しよう

と、群馬大学教育学部体育専攻

の卒業生である小林章さん

（1980年度卒）に、野菜の無料配

布会を継続して開催いただいて

おります。

　「群馬大学の学生のために少しでも役に立ちたい」という小林さんの御厚

意のもと、小林さんの呼びかけにより御賛同いただいた農業生産者の方々か

らの御提供も加え、2021年から桐生キャンパス・荒牧キャンパスで採れた

てのレタスやナスを無料で配布していただいております。配布会は毎回大好

評で、新鮮な野菜を受け取った在学生からはたくさんの笑顔と感謝の言葉が

あふれています。小林さん、そして御協力いただいている生産者の皆様の長

きにわたる温かい御支援に、心より感謝申し上げます。

群馬大学生として

誇りを持って、

ご活躍ください。
「建設プロダクトのヤマト」は、建設製品をワンストップでお客様に提
供します。最近では「道の駅まえばし赤城」の建設・運営にも携わり、
建設業にとどまらない新たな事業展開に踏み出しました。群馬の未来を
担う学生の皆さん、ぜひヤマトの取り組みを体感してください。

学び続ける力は、社会を動かす力になります。
群馬大学での経験を糧に、自由に、しなやかに
未来を切り拓いてください。

群馬大学学生の

皆様の更なるご

活躍を応援して

おります。
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